
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２２６０４

基盤研究(C)（一般）

2016～2014

プルータルコス作品の実証的研究：文化・思想的背景に即した総合的再検討

Studies in Plutarch's Works: A General Reappraisal with Emphasis on Their 
Cultural and Intellectual Background

１０５０７８０９研究者番号：

小池　登（Noboru, Koike）

首都大学東京・人文科学研究科・准教授

研究期間：

２６３７０３６１

平成 年 月 日現在２９   ６ １９

円     3,500,000

研究成果の概要（和文）：プルータルコスの作品は西洋古典の中でも特に世に広く親しまれ、学術上の重要性も
高いにもかかわらず、国内の専門研究が殆ど進んでいなかった。本研究は哲学・史学・文学の３分野が緊密に連
携する共同研究として、文献学的に精密な読解に基づきつつ同時代的背景と作品の連関の諸相を分析し、古典古
代の中・長期的観点からその位置づけを再検討することで、作品の特質と意義を明らかにすることを目指した。
各研究者による多彩な個別成果が雑誌論文・学会発表・図書の形で公表され、３分野共同の成果報告が日本西洋
古典学会第66回大会および『西洋古典学研究』64号で行われた。加えてこれらを発展させた成果を含む図書の刊
行準備が開始された。

研究成果の概要（英文）：There was a dearth of specialized study of Plutarch's works in this country,
 despite their general popularity and academic importance. Hence this research project was organized
 to elucidate the characteristics and significance of the Plutarchan opera: special emphasis was 
placed on the cooperation of philosophical, historical, and literary specialities, the combination 
of philologically minute reading and broad survey of the historical milieu, along with the 
reassessment of the oeuvre in the medium and long term perspective of classical antiquity. The 
project members produced manifold output in the form of articles, conference papers, and books; the 
fruit of the cooperative efforts was presented at the 66th Annual General Meetings of the Classical 
Society of Japan and the 64th issue of the Journal of Classical Studies; moreover, publication of 
further outcome is forthcoming.

研究分野：西洋古典学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 プルータルコス（紀元後 50 年以前〜120
年頃）の作品は、西洋古典作品の中でも近代
ヨーロッパ文化に最も影響を与えたものの
一つである。シェークスピアやモンテーニュ
等、直接的影響を受けた作家は枚挙にいとま
がない。我が国においても認知度は高く、特
に広く読まれているものの一つと言える。加
えて学術上の重要性も大きい。広範な関心か
ら大量の著作を残したこの作家は、残存資料
の限られる西洋古典学研究においては、あら
ゆる専門分野にとって貴重な（往々にして唯
一の）証言を伝えるものである。古典古代に
何らかの関わりのある研究分野でその恩恵
に浴していないものはない、とまで言われる
ゆえんである。 
 しかしながらこの作家を主題とする専門
研究となると、本研究の開始以前、国内では
ほとんど進んでいなかった。研究の欠如の原
因としては、従来国内のギリシャ研究が古典
期（前５〜４世紀）および前古典期（前６世
紀以前）に偏りがちであったことも挙げられ
ようが、それ以上に作品の膨大さ、内容・形
式の多様性が指摘できる。広範な関心から著
された大量の作品（周知のとおりプルータル
コスの作品は『英雄伝（対比列伝）』および
『モーラーリア』の名で呼ばれるが、これは
実際には双方合わせて100を越える作品の総
称である）は、その内容が伝記のみならず哲
学、政治、修辞学、文芸批評、自然科学その
他と多岐に渡り、形式としても伝記、論考、
対話、書簡等、各種の文芸形式が用いられる。
この多量・多様性は、一研究者の単一の視点
に基づく研究開始を困難にする。しかし国内
の状況とは対照的に、近年欧米ではこの作家
に対する再評価の気運が高まっており、その
中でプルータルコス作品の理解においてロ
ーマ帝政下のギリシャ世界の知的環境、ある
いは同時代の政治的・文化的背景を視野に入
れ直す必要が強調され始めており、国内の研
究欠如が際立ちつつあった。 
 このような背景のもと本研究は、この作家
がおよそ一研究者、一分野からのアプローチ
で捉えられるべきものではなく、哲学・史
学・文学の共同研究がまずもって必要とされ
る作家であり、特にその作品理解のためには
作家の置かれた知的環境あるいは同時代の
文化・思想的背景に即した総合的な再検討が
必要となるとの企図をもって開始された。 
 
２．研究の目的 
 前述のような背景のもとで開始された本
研究は、文献学的な基礎作業に基づいた実証
的な読解と、哲学・史学・文学が緊密に連携
する共同研究によって、同時代的背景と作品
の連関の諸相を分析し、古典古代の中・長期
的観点から作家の位置づけを再検討するこ
とで、プルータルコス作品の特質と意義を実
証的に明らかにすることを目的としている。 
 そして３年間の研究期間内で一定の成果

を得るために、特に以下の知見を得ることを
目標とした。すなわち近年、欧米において隆
盛を見せているプルータルコス研究につい
て積極的に先行研究の蒐集と分析を行い、文
献学的な基礎作業に基づいてプルータルコ
スの作品『英雄伝』と『モーラーリア』の実
証的な読解を進め、哲学・史学・文学の総合
的観点に基づいて再検討を加えることであ
る。その際は、まず３分野それぞれにおいて
作品と同時代的背景の連関について分析し、
また古典古代全体の中・長期的観点から作家
の位置づけを再評価する。かつそれぞれの分
野が得た知見を分野総合的な視点で見直し、
相互の関連性、連動する側面について検討を
加える。このようにして、文化・思想的背景
に即した総合的な再検討を基盤に、プルータ
ルコス作品の特質と意義を実証的に明らか
にすることが、本研究の目的である。ただし、
膨大な作品を扱うことによる研究の散漫を
回避すべく、まずは『英雄伝』を焦点とする
研究に着手する。ただしこれは当初から『モ
ーラーリア』との関係性を検討することを排
除するものではなく、また研究の進捗に応じ
て対象を拡大することとした。 
 
３．研究の方法 
 全体的な方針としては、まず哲学・史学・
文学の共同研究による総合的再検討を実現
するために、３分野のそれぞれに複数の研究
者を配置して各人に同時代背景ならびに
中・長期的視点に着眼した課題を設定し個別
研究を進めることとし、哲学に瀬口と木原、
史学に松原と佐藤、文学に小池、平山、中谷
が配置された。ここで各分野に複数名が配置
されていることは重要である。相互批判によ
って研究の客観性がより高い水準で達成さ
れることが期待されるだけでなく、不測の事
態に対して相互補完をもって対処すること
が可能となるからである。 
 加えて３分野が緊密に連携する共同研究
を実現するために、毎年度複数回の定例研究
会を開催する。ここでは原則として研究組織
の全員が集まり、進捗報告、情報交換、問題
提起、相互批判や、個別成果の総合・集約等
を行う。また研究組織の構成員が国内各地に
分布しているため、各研究者がそれぞれの研
究環境において得た情報・知見を地域的分布
を越えて共有する場ともする。加えて、各種
学会・研究会の場や電子メールによる意見交
換を通じて、平生から緊密な連携を心がける
こととした。 
 具体的な作業としては、まず第一に文献学
的な基礎作業に基づいて作品の精緻な読解
を進めつつ、関連する先行研究の調査・概観
を行うことである。いずれにおいても、国内
で必ずしも整備の進んでいない諸資料につ
いて積極的に蒐集をおこなうことから始め
なければならない。それと並行して、プルー
タルコス作品の研究上の諸問題について、哲
学・史学・文学それぞれの観点から検討を行



う。加えて、特に文献学的作業に基づいてプ
ルータルコス作品の精緻な読解を進める際
には、写本伝承や原典校訂上の諸問題を検討
するだけでなく、周辺ジャンルの諸作品との
比較・対照も必要となる。ただし研究の散漫
を回避すべく、初年度は特に『英雄伝』を焦
点とすることとし、一定の見通しが得られた
段階で『モーラーリア』も検討対象に加える
こととした。 
 個別の研究成果は雑誌論文・口頭発表・図
書その他の形で随時公表してゆく。研究の第
２年度に全国学会で３分野共同による成果
報告を行う。そして最終的な研究成果を論集
の形にまとめて公表することとした。 
 
４．研究成果 
（１）３年の研究期間で各研究者はそれぞれ
定められた課題に沿って個別研究を進め、そ
の過程で「５．主な発表論文等」に示すよう
に多岐に渡る研究成果を公表することがで
きた。ここに見られる多様性は、プルータル
コスという作家がいかに広範な専門分野に
関連するかを示すと同時に、この作家を研究
対象とする際にいかに多様な専門的知見の
集約が必要となるかを明らかにしていると
言えよう。 
（２）定例研究会を次の通り開催した：2014
年 6月 7日（京都女子大学）、2014年 8月 22
日（首都大学東京）、2014年 12月 26日（神
戸大学）、2015年 5月 9日（首都大学東京）、
2015 年 8 月 11 日（神戸大学）、2015 年 12
月 5日（國學院大學）、2016年 6月 4日（大
阪大学）、2016年 9月 19日（慶應義塾大学）、
2017年 3月 5日（首都大学東京）。いずれも
急病等のやむを得ない場合を別として研究
組織の全員が集まり、個別成果の相互批判と
総合・集約等を行った。加えて 2015年 12月
からは研究組織外から哲学・史学・文学それ
ぞれ１名の研究者を招聘し、研究の客観性の
向上を図った。 
（３）哲学・史学・文学の３分野共同による
研究成果として、日本西洋古典学会第 66 回
大会・シンポジウム「プルータルコスと指導
者像」（2015年 6月 6日、首都大学東京）の
場で報告を行い、また『西洋古典学研究』64
号（2016 年）に研究組織の全員が論文を掲
載した。 
（４）研究の具体的な成果は多岐に渡るが、
中でも本研究を通じてプルータルコス作品
について新たな作家・作品像を得るに至った
と考えている。すなわち文学的に創造性が乏
しく、思想的深みに欠け、歴史情報の信憑性
が疑わしい伝記作家といった従来しばしば
見られた低評価に反して、とりわけ注目すべ
きは、①この作家が過去の哲学・史学・文学
の諸作品によく通じ、哲学思想や文学ジャン
ルといった西洋古典世界の知的伝統を積極
的に取捨選択しながら活用していること、②
その作品は帝政ローマ下のギリシャという
同時代の歴史状況を考慮しつつそれに応え

るかたちで書かれていること、③新たな文学
ジャンル、表現形式を切り開こうと模索がそ
こには確認できること、という３点である。
言い換えれば伝統を継承・活用しつつ、時代
状況を顧慮し、そのなかから新機軸を求める
革新性こそが、今まで見過ごされていた作
家・作品像である。 
（５）上述の新たな作家・作品像とともに本
研究の総合的な成果を含む図書の刊行準備
が開始された。各研究者は担当箇所の執筆に
既に着手しており、具体的な出版社との交渉
も始められた。 
（６）先に「１．研究開始当初の背景」にも
述べたとおり古典古代を対象とするあらゆ
る研究にとって、プルータルコスは避けて通
れぬ重要な情報源であり、その作品について
得られる新たな知見は、これら諸研究に対し
ても重要な貢献となることが期待される。ま
た世に広く親しまれているこの作家につい
て得られる新たな知見は、同作家の影響が色
濃い近世・近代の思想研究、文学研究のみな
らず、広く日本の社会・国民に対しても知的
刺激を提供することができるものと期待さ
れる。 
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